
教員紹介教室での学びと現場をつなげる

環境フィールドスタディ

環境問題や対策の実態を知るためには、「現場」に身をおくことが不可欠です。

現場の状況を五感を通じて感じ取り、さまざまな立場の方と出会うなかで､自分なりの問題意識が育まれます。

教室の中だけに留まらない学びで、対話と協働の力を身につけていきます。

多彩な学びを実現できる環境学部では､教員の専門性も多岐にわたります。

異なるバックグラウンドを持つ学生・教員との交流の中で､自分だけの学びを見つけてください。

長野県安曇野市、大町市
利害関係者と協働しながら豊かな地下水•

湧水を保全する取り組みを学び､環境分

野での地域ガバナンスについて考えます。

青森県つがる市
日本最大の風力発電

所｢ウィンドファームつ

がる｣を見学し､再生可

能エネルギー促進と自

然環境保全のバラン

スについて考えます。

福島県大熊町、双葉町等
東日本大震災や原発事故からの復興に関

わる現場を見学し､関係者との対話を通し

て､地域復興のあり方を考えます。

東京都２３区、豊島区
施設見学や自治体•NGＯ職員からの講義を

通して、巨大都市における水や廃棄物の対

策を学びます。

東京都多摩地区
都市型農業の現場を見学し､都市と農地

のバランスについて学びます。また鳥獣害

の実態を知り､人と動物の関係性について

考えます。

長崎県対馬市
海洋プラスチックの実態を知るととも

に､藻場再生や地産地消､グリーン

ツーリズムなど､｢島｣ならではの環境

問題を考えます。

※国内外でのフィールド型実習科目では､学費とは別に参加費用が発生します。 たとえ
ば､「 環境フィールドスタディ１」 科目 については 国内の９カ所のフィールドから選択し､
参加費用についてはフィールド先によって異なります。
見込額 :40,00０円~120,00０円程度。

北海道羅臼町
雄大な世界自然遺産の

中､環境保全や地域振興

に関わる人との出会いを

通して､持続可能な地域

のあり方を学びます。

岐阜県郡上市
里山における地域振興､小水力発電、鳥獣

害対策の実態を学び､豊かな自然と人々

の暮らしの理想的なあり方を考えます。
熊本県水俣市
深刻な公害病に直面してきた地域の

経験と､その経験を乗り越えるために

活動してきた人々から学び､環境正義

とは何かを考えます。

ヨーロッパ､オセアニア､中央ア

ジア､東南アジアなど､海外で

のさまざまなフィールドワークも

現在調整中です。国内とは異

なる自然環境､社会経済・文化

的状況に触れ､柔軟な思考と

実践力を養います。

海外でのフィールドワーク（202７年度以降予定）

そのほか､以下の専門分野を有する教員陣が2026年度より

着任予定です。

■ 環境問題に関心がある人や行動力を身につけたいと考えている人､新

しい学部を教職員や他の仲間と一緒に立ち上げたいと思う人は大歓

迎です。ともに､新しい時代を切り拓く大学､学部を創り上げましょう。

■ ｢当たり前｣にとらわれず､自分がおかしいと感じる・こうしたいなと思う

ことを声に出し､さまざまな人との対話を通じて未来を創る…そうしたこ

とに一緒に取り組んでくれるみなさんとの出会いを楽しみにしています!

専門:経営学､組織心理学､リーダーシップ論
担当科目：環境リーダーシップEL1-4、演習など
研究テーマ：ダイバーシティを促進するリーダーシップ

■ 環境学とは､いわば「地球のために手足を動かす学問」と言い替えら

れます。人類社会と自然環境の未来につねに鋭敏な感性を研ぎ澄ませ､

環境学のディシプリンで世界を職場に飛び回れる想いを歓迎します!

専門:地理学､環境人類学､農学国際協力
担当科目:持続可能な開発と国際協力､自然環境と人間社会､環境汚
染・公害とわたしたちの社会など

研究テーマ：人類と動物の関係誌､シルクロード～ヒマラヤ農山村開発

相馬 拓也 准教授  Takuya SOMA　（2026年度4月着任予定）

■  プラスチックによる汚染が地球規模で広がっている。解決に向けては､

環境汚染化学､気候変動､廃棄物管理､流通､資源循環､素材開発､な

ど文理融合の視点で考えていく必要がある。君も､文理融合の環境学

部でスマートな地球人を目指そう。

専門:環境汚染化学
担当科目:環境毒性学､地球化学､環境汚染・公害とわたしたちの社
会など

研究テーマ：プラスチック等化学物質による汚染実態解明

高田 秀重 教授  Hideshige TAKADA　（2026年度4月着任予定）

石川 淳 教授  Jun ISHIKAWA

Faculty IntroductionFrom Classroom to Fieldwork

■ みなさんこんにちは､立教大学の環境学部では色々な学びとの出会い

が待っています。さまざまなことに広く関心を持ち､楽しみながら学べる

環境ですので､思い切って飛び込んで来てください！

専門:環境化学､有機化学
担当科目:環境アセスメントと持続可能な開発､環
境化学基礎、環境化学実習、材料化学など

研究テーマ：蛍光体色素による微量化学物質の可
視化

小林 潤司 教授  Junji KOBAYASHI

■ この環境学部では､法学､経済学､工学､社会学…と､あらゆる専門性

から環境問題に取り組む手法を学ぶことができます。こんな学部は他

にありません。多様な学びに意欲のある学生､大歓迎です！

専門:環境工学､シティズンシップ教育
担当科目:資源循環学､環境学のための社会調査
法入門､環境社会調査法実践､資源循環とサー
キュラーエコノミーなど

研究テーマ：災害廃棄物､環境教育プログラム開発

森 朋子 准教授  Tomoko MORI

■ 私は立教の文学部ドイツ文学科出身で､修士から理系に進み､現在は

生物学を教えています。環境学部は文系学生が理工学を楽しく学べる

場なので､安心して入学してください。

専門:サンゴの生物学､保全生物学
担当科目:生物多様性とネイチャーポジティブ､海
洋生物学など

研究テーマ：サンゴのモデル生物化､イソシギの尾
羽振り

大久保 奈弥 教授  Nami OKUBO

専門:環境教育学､ESD（持続可能な開発のための教育）論
担当科目:環境教育・ESDとシティズンシップ､社会
変革の環境教育学・ESD論､環境汚染・公害とわたし
たちの社会など

研究テーマ：持続可能な社会をつくる｢対話｣の学び

二ノ宮リム さち 教授  Sachi NINOMIYA-LIM

1年次の必修科目のひとつとして､「フィールドスタディ」という授業を用意していま

す。全学生が全国９コースの行き先に分かれて､文理をまたぐ多様な専門性をもつ

教員とともに環境問題の現場を訪れ､地域の経験から学びます。現地訪問の日数

は､行き先により異なります（2泊3日､3泊4日程度､もしくは日帰りで複数回訪問）。

春学期 夏季休業期間 秋学期

４月

●スケジュール
8月 10月

事前学習（計２回） 現地訪問
コース
決定

振り返り
学習

● 生命科学

● 気候力学

● 環境デザイン学

● 環境化学工学

● 環境史学

● 環境政策学

● 環境経済学

● 環境法学

● 環境社会学　など


